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研究成果の概要（和文）：本研究では、仮説①「目領域の注視率には、思春期未満（12歳未満）の自閉スぺクト
ラム症（ASD）では社会的無関心が、思春期以降（12歳以降）のASDでは不安が大きな影響を与えているのか」、
仮説②「不安が目の領域への注視に与える影響は、不安の質によって異なるのか」の2つの仮説を検証した。ASD
群と定型発達（TD）を低年齢群（8-11才）と高年齢群（12-16才）に分けて検証し、ASD高年齢群では社交不安が
高いと目領域を見ないことが分かり、その他の群では社会的無関心もどのような種類の不安も目領域の注視に関
連していなかった。仮説①は一部支持され、仮説②では社交不安が強い影響を与えていた。

研究成果の概要（英文）：Two hypotheses were tested: Hypothesis 1) " In autistic spectrum disorder 
(ASD), social indifference may have a significant impact on the attention to eye region in the 
under-adolescent (<12 years old) and anxiety　may have a significant impact on  the attention to eye
 region in the post-adolescent (post-12 years old) " and Hypothesis 2) "The impact of anxiety on 
attention to eye region may differ depending on the quality of anxiety". We analyzed the ASD and 
typical development (TD) groups separately for younger (8-11 years) and older (12-16 years) age 
groups, and found that the ASD older group did not look at the eye region as the degree of social 
anxiety was high, while no significant correlations were found for the other groups. Hypothesis (1) 
was supported, and, as for hypothesis (2), social anxiety was strongly influenced on attention to 
eye region.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
目領域の注視、つまりアイコンタクトの異常は、自閉スペクトラム症（ASD）の診断基準にも含まれる中核症状
の一つであるが、それがなぜ生じていて、年齢によって要因が異なるのかを明らかにした研究で、ASDの診断に
も影響を与えうる意味のある結果であった。また、ASD児者の支援や合理的配慮にも関連する結果で、例えばASD
児者に「目を見て話しましょう」などと伝える場合があるが、これに対して不安が強く生じる方もいるため注意
が必要であることを示すことができる。研究としても、これから様々な広がりが考えられ発展性もある。このよ
うに、本研究結果は臨床と研究の両側面から大きな意義があるといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

自閉スペクトラム症（Autism spectrum disorder; ASD）は、「社会的コミュニケーション障害」
と「限定された反復的行動」を中核症状とする。社会的コミュニケーション障害の一つとして、
ASD 児者は社会的情報（人、顔の目領域、人の動きを構成する点が集まった biological motion、
指差した先の物体など）への注目が弱い（あまり見ない）という特徴がある。ASD 児者が定型
発達(Typically development; TD) 児者と比べて、社会的情報を見る時間が短いということは、ア
イトラッキング（視線追従）機器を用いた客観的指標を使用して数多くの研究が報告されている
（Fujioka et al., 2016 など）。特に顔刺激における目領域は、幼児でも成人でも特異的な処理がな
されている（Johnson et al., 2015）。このことから、目領域は突出した社会的刺激とされている。 

 

申請者は 3～18 歳の ASD 児と TD 児を対象にして、ASD 群は 10 歳付近から年齢の上昇とと
もに目領域への注視率が下がることを、回帰曲線から確認した（Fujioka et al., 2020)（図 1)。これ
は、先行研究と比較して幅広い年齢層を対象としたために明らかになった新発見であった。しか
し、なぜ ASD 群での 10才付近からの年齢の上昇に伴う目領域の注視の低下が生じるのかは、ま
だ理由を明らかにできていない。 

 

右上の写真は提示した顔刺激であり、枠で囲ま
れた目領域の注視率（注視時間÷刺激提示時間）
を算出した。 

 

先行研究では下記が報告されている。 

⚫ “ASD は目領域を重要な情報と認識してい
ない”という「社会的無関心」が関連してい
る可能性がある(Chevallier et al., 2012) 

⚫ 不 安 は 目 領 域 へ の 注 視 率 を 下 げ る 
(Kleberg et al., 2016) 

⚫ ASD 児者は不安障害を高率で併存する
（Sterling et al., 2008） 

⚫ 不安障害は 10-15 歳の間でもっとも高頻度
で発症する（Schneier et al., 1992） 

  

上記と臨床的観点を踏まえ、「思春期未満（12

歳未満）の ASD の目領域の注視時間には “社会
的無関心”が大きな影響を与え、思春期以降（12

歳以降）の ASD の目領域の注視時間には不安が
大きな影響を与えている」と仮説を立てた。また、
不安には複数の種類が存在する。例えば、アメリカ精神医学会の精神障害の診断と統計マニュア
ル第 5 版（DSM-5）には、不安障害群には分離不安障害や広場恐怖や社交不安症等が含まれる。
「不安が目領域への注視に与える影響は、不安の質によって異なるのか」ということは、まだ研
究されていない。 

 

 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は、「目領域の注視率には、思春期未満（12 歳未満）の ASD では社会的無関心
が、思春期以降（12 歳以降）の ASD では不安が大きな影響を与えているのか」と「不安が目の
領域への注視に与える影響は、不安の質によって異なるのか」という仮説の検証である。 

 

具体的には、以下の事柄を通して明らかにしていく。 

 

① 目領域の注視率には、思春期未満（12 歳未満）の ASD では社会的無関心が、思春期以降（12

歳以降）の ASD では不安が大きな影響を与えているのか、8-16歳を対象に検証する 

 

② ①の対象児に対して、不安が目の領域への注視に与える影響は、不安の質によって異なるの
かを検証する 

 

③ 上述の②で明らかになった結果が、成人でも確認できるかを検証する 

図 1. 年齢と目領域の注視率の回帰曲線 



 

 

 

④ 注視率以外の社会的情報の注視に関連する指標は、不安や社会的無関心と関連しているの
かを検証する。 

 

 

３．研究の方法 

目領域の注視を測定するために、視線追跡装置 Gazefinder® (JVCKENWOOD, 横浜)を使用し
た。Gazefinder®は対象者に 2 分間の動画を眺めてもらい、社会的情報をどれだけ見ていたかを
「社会的情報への注目率（社会的情報を見ていた時間/刺激提示時間）」として客観的に算出でき
る機器である。Gazefinder®は、①顔刺激（口の動き無し）、②顔刺激（口の動き有り）、③バイオ
ロジカル・モーション、④人と幾何学模様、⑤指差しの動画が計 2 分程度提示され、各刺激の
Area of Interest（AoI; 顔刺激においては目領域）の注視率が算出される。Gazefinder®で提示され
る動画刺激と計測される社会的情報の領域（Area of intrest; AOI）は図 2 の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. Gazefinder®での動画刺激（黒枠で囲った部分が社会的情報）  

 

研究１ 

目的①と②を明らかにするために、以下の内容を実施した。ASD8-11 歳群 21 名（男児 16名、
10.0±1.2 歳、FSIQ=89.6±14.3）、TD8-11 歳群 33 名（男児 18 名、9.8±1.1 歳、FSIQ=103.7±13.8）、
ASD12-16 歳群 19 名（男児 15 名、13.6±1.1 歳、FSIQ=94.9±13.4）、TD12-16 歳群 15 名（男児 9

名、14.2±0.9 歳、FSIQ=103.7±13.8）を対象とした。この対象者に、Gazefinder®、スペンス児童用
不安尺度（小学校 3年生～中学校 3 年を対象に標準化された本人記入の質問紙で、分離不安障害
/社交不安障害/強迫性障害/パニック障害/全般性不安障害/外傷恐怖の得点が算出される）、
Strength and Difficulties Questionnaire（SDQ; 2～18 歳を対象に標準化された保護者記入の質問紙
で、情緒の問題、行為の問題、多動/不注意、仲間関係の問題、向社会的な行動の得点が算出され
る）を実施した。Gazefinder®の①顔刺激（口の動き無し）の目領域の注視率、スペンス児童用不
安尺度の分離不安障害/社交不安障害/強迫性障害/パニック障害/全般性不安障害/外傷恐怖の得点、
SDQ の向社会性得点の相関分析を実施した。 

 

研究２ 

的③を明らかにするために、以下の内容を実施した。成人 ASD 群 18 名（男性 11 名、女性 7

名; 29.1±7.3才）と TD 成人群 6名（男性 2 名、女性 4名; 19.1±0.5 才）を対象にした。Gazefinder®、
後述するが研究 1 において社交不安障害の得点が目領域の注視率と有意な相関を示したため、
リーボヴィッツ社交不安尺度（The Liebowitz Social Anxiety Scale ; LSAS-J、社交不安の不安感の
程度と回避の程度が算出される自記式の質問紙）を実施した。Gazefinder®の①顔刺激（口の動き
無し）の目領域の注視率、LSAS-J の不安感と回避の得点の相関分析を実施した。 

 

研究 3 

目的④を明らかにするために、以下の内容を実施した。ASD 成人群 18名（男性 11 名、女性 7

名; 29.1±7.3 才）、TD 小児 20 名（男児 14 名、女性 6 名; 13.3±2.9 才）に、Gazefinder®を実施し
た。各群とも、①顔刺激（口の動き無し）が提示された際に、目領域と口領域のどちらを最初に
見たかで群分けをした。目領域を最初に見た群と口領域を最初に見た群で、ASD 成人群は LSAS-

J の不安感得点と回避得点で差が認められるか、TD 小児群はスペンス児童用不安尺度の分離不
安障害/社交不安障害/強迫性障害/パニック障害/全般性不安障害/外傷恐怖の得点と SDQ の向社
会性得点に差が認められるか、を明らかにした。 

 

 なお、上述の研究は、福井大学教員養成領域倫理審査委員会の承認を得ており、書面で同意を
得た者、児童および保護者を対象とした。 

 
 
 



 

 

４．研究成果 
 
研究 1 

 ASD12－16 歳群で、①顔刺激（口の動き無し）の目領域の注視率は、社交不安障害（r=-.57, 

p<.05）との間に負の有意な相関が認められた。その他の群においても他の不安に関連する指標
で、有意な相関が得られたものは無かった。この結果を表１にまとめた。12歳以上 ASD 群では
対人場面での不安が特徴の社交不安の得点が高いほど目領域の注視率が下がっていた。向社会
性に関しては、どの群においても有意な相関は無く、今回対象となった年齢層においては社会的
無関心は目領域の注視に大きな影響を及ぼしていないことが示唆された。研究１の結果は 2022

年度に第 63 回日本児童青年精神医学会総会で発表し、2023 年度において第 64 回日本児童青年
精神医学会総会で発表する予定である。 

 

表 1 研究 1の結果のまとめ 

 

 

研究 2 

 サンプルサイズが小さかったため、スピアマンの順位相関係数を用いて分析を行った。ASD 群

において、LSAS-ｊの回避得点が目領域の注視率と有意傾向の相関を示していた（r=-.42, p=.084）。

他の指標と目領域の注視の間に有意な相関は認められなかった。TD 群はサンプルサイズが小さ

かったこともあり、有意な相関は得られなかった。研究 1で小児で得られた結果を大人を対象と

しても再現した結果であった。LSAS-J の不安感では有意な相関が得られず、回避の得点の有意

な相関が得られた理由としては、生じている内的な感覚よりも、実際にどのような行動をするの

かという観点の得点の方が、実際の行動である視線の指標である注視率とより強い相関が生じ

ていたと推測された。 

 

研究 3 

 ASD 成人群で、目領域を最初に見た群は 11 名、口領域を最初に見た群が 7名であった。マン

ホイットニーの U 検定を実施したところ、不安感得点と回避得点の両方で有意差は認められな

かった。TD小児群で、目領域を最初に見た群は 15名、口領域を最初に見た群は 5 名であった。

マンホイットニーの U検定を実施したところ、有意差が認められた尺度は無かった。以上より、

本研究においては、Gazsefinder の①顔刺激（口の動き無し）においては、最初にどの社会的情報

を見るかという指標に関しては不安と関連していなかった。ただし、サンプルサイズが小さかっ

たため、今後の継続した調査が必要である。 
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